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子供の心のサポーターでありたい 

                               校長  澤 井 康 郎 

 

 この夏は、猛暑と雨不足に見舞われている欧州各地で、水位の下がった河川や貯水池か

ら水没していた遺跡や沈没した軍艦などが相次いで確認されました。また森林火災も多発

していました。自然災害で驚くべきことが多かったと感じます。また、日本では子供の車

内置き去りや家での置き去りによる小さい子供の死亡、また中学生による殺人未遂などの

悲しい報道が多く、心を痛めました。 

 さて、夏休みが終わりに近づくと、登校渋りや命を落とすような話題が報道で取り上げ

られています。学校でも教員が一人一人の様子や表情を観察し声掛けをしたり、欠席の児

童には家庭へ連絡をしたりしています。報道では、中学生の５人に１人が困ったときの相

談相手が誰もいない日本の現状があると言われています。 

 以前、過保護をテーマにしたドラマが放映されていました。ドラマなので強調して脚色

しているところもあると思いますが、私自身、子育てを振り返ってまったく人ごととも思

えないこともありました。まず過保護とは、子供が望んだことを望んだとおりにやってあ

げて、やり過ぎるということです。何事も「過ぎる」とは、いかがなものかと思います

が、川崎医療福祉大学教授で児童精神科医の佐々木正美先生はそのご著書『子どもへのま

なざし』の中でこう書いています。乳児期で大事なことは「人を信頼することができるよ

うに育てる」ということである。それは、自分の望んだことを望んだとおりに十分にして

もらうことである。また、幼児期では喜びを分かち合ってほしいとき、不安や戸惑いを分

かち合ってほしいとき、必ず誰かがそばにいてくれることが大切だと言うのです。心の満

ち足りた依存関係を十分に親から与えられた子供は、それだけ親の言うことを聞きます

し、必要な時の親離れや自立もスムーズに行くようです。一方過干渉とは、嫌がっている

ことや望んでもいないことをやり過ぎることです。親が先回りして子供の前にレールを敷

くような場合です。乳幼児期における過保護、つまり心の満ち足りた依存関係を十分に親

から与えられた場合は自立の芽をしっかり育て土台を作りますが、過干渉は自立の芽を摘

みとり、自主性、主体性を損なう恐れがあるそうです。乳幼児期と小学生時代はまた違う

と思いますが、われわれ保護者・教師が最大のサポーターであり、理解者でありたいもの

です。 

２学期も二小の子供たちが健やかに成長できますよう、家庭・地域・関係機関の皆様の

ご理解・ご協力をお願いします。                     

『教育目標』 

 ◇  考える子  

  ◇  仲よくする子  

  ◇ じょうぶな子  



 

 

 

 

～図工～ ☆１学期の図工の時間で制作した作品や子供たちの様子を紹介します☆ 

【３年生】【おもしろ昆虫コレクション】 

紙粘土を使って「おもしろ昆虫」をつくりました。実際の昆虫を参考にしたり、様々な

発想方法を基に想像したりしています。額をつけて本物の標本のようにしました。 

 

 

 

  

 

【４年生】【粘土ハウス】  

 陶芸用粘土を使って粘土ハウスとその住人をつくりました。図工室にある陶芸用の窯で素焼きし、２

学期には絵の具を使って色をつけていきます。 

 

 

 

 

 

 

【５年生】【落合川アートウォーキング】 

 ５年生では、落合川を散策しそこで感じたことや見つけたこと等を基に、コマ撮りアニメーション作

品として表す探究的な学習を進めていきます。どのような作品になるかとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

【６年生】【掘り進み木版画】 

 掘り進み木版画は色ごとに「彫り」と「刷り」を繰り返すことで、多色刷りの版画が完成します。

完成までには計画性が必要で時間がかかりますが、絵では表現できない版画ならではのよさがあり

ます。 

  

 

  

専科のページ 



 ～音楽～１学期の授業の様子から 

音楽の授業は感染症対策をしながら、合奏や音楽づくりを中心に学習しています。 

４年生の「いろんな木の実」の合奏では、拍に合わせて体を動かす活動から始め、実際

に合奏する時にも、曲のイメージが聴いている人に伝わるように演奏する工夫を考えなが

ら練習しました。自分の考えや思いを友達と共有し、みんなで一つの音楽を作る楽しさを

味わえる時間を過ごしています。 

 

 

 

 

 

～習熟度別算数～ 

これから学習する内容の準備テストを基に、１学級を４つのグループに分けて、１組～３

組と算数教室の 4つの場所で授業を行っています。どの単元でも、最もベースになる基礎の

理解を深めていかれるように、日々工夫を重ねて指導を行っています。また、学習したこと

を「言葉」にして説明することで生きた学力になると考え、友達どうしの教え合いや、自分

の考えを発表する場を大切にしています。学校公開等の機会に、ぜひ授業をご覧ください。 

 

 

 

２学期が始まりました。夏休みの経験を生かし、学校生活を充実したものにしてほしいと思

います。まずは、夏休みの生活のリズムから学校生活に合った生活リズムに戻していきましょ

う。また、学校生活をより充実したものにするためにはけじめのある生活をすることが大切で

す。９月の目標「けじめのある生活をしよう」をしっかり守り、頑張ってほしいと思います。 

２学期も引き続き、基本的な感染症対策について子供たちに声掛けをしていきますので、引

き続き検温や体調管理等へのご協力をお願いいたします。 

残暑がまだまだ続きます。汗をふいて体温調節をしたり、時と場合によりマスクの着脱をし

たりと、水分補給など自分で体調を整えていけるよう指導していきます。ご家庭におかれまし

ても、睡眠や休養時間の確保、ハンカチやタオルの携帯等、子供たちが学校生活を元気におく

れるよう、ご支援の程よろしくお願いいたします。  

★９月の生活指導目標   『けじめある生活をしよう』 

低学年 授業時間になったら席につこう。中学年 学習と遊びの区別をはっきりさせよう。高学年 自分から遊びと学習の区別をつけて行動しよう。 



1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 木 始業式

2 金 特別時程

3 土

4 日

5 月 全校朝会

6 火 安全指導

7 水 特別時程

8 木 係活動

9 金 体育朝会

10 土

11 日

12 月 全校朝会

13 火 朝学習

14 水 集会

15 木 学級の時間

16 金 音楽朝会

17 土 特別時程

18 日

19 月 敬老の日

20 火 朝学習

21 水 縦割り班活動

22 木 学級の時間

23 金

24 土

25 日

26 月 全校朝会

27 火 学級の時間

28 水 係活動

29 木 集会

30 金 学級の時間 遠足(３年)

小中連携の日（最終下校１４：３５）

学　校　行　事

秋分の日

特別時程　４時間授業

特別時程　４時間授業

委員会（４年代表委員、５６年）　給食開始　計測(６年)

計測(５年)　

特別時程　４時間授業　計測(４年)

セーフティー教室(４年)　計測(３年)

クラブ　計測(１年) 

避難訓練　水泳指導終

クラブ　薬の使い方指導（５年）

社会科見学（４年）

４時間授業　計測(２年)  

二小まつり紹介集会

遠足（１年）

土曜授業（公開なし）特別時程　４時間授業　二小まつり　

遠足予備日（１年）　口腔衛生指導（３・６年）

９月行事予定

お知らせ・お願い

（１）土曜授業について

９月１７日（土）の土曜授業は、公開をいたしません。社会の感染状況を鑑みながら、

感染対策を徹底し、二小まつりを行う予定です。今年の二小まつりでは、６年生が１年生

のために、５年生は３年生のために、４年生は２年生のためにお店を準備します。工夫さ

れたお店がたくさん出店される予定です。当日の参観はありませんが、楽しかった１日の

様子等をお子さんと一緒に振り返っていただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。

（２）給食について

９月５日（月）より給食が始まります。つきましては、ランチョンマット、お箸やスプ

ーン、主食を入れるお弁当箱、給食セットを入れる袋等の持参が必要です。ご準備をお願

いいたします。なお、毎日必ず使用した物を洗浄し、次の日に持たせてください。詳しく

は、すでに配布されています配布物をご確認ください。

（３）PTA活動について

１０月にPTA会費の集金があります。PTAという組織は、任意加入ではありますが、P

TAのご協力があってこそ、子供たちの教育活動の幅も広がり、成長へとつながっていき

ます。ぜひ、子供たちの成長のため、ご協力よろしくお願いいたします。

（４）小中連携の日について

9月28日(水）の小中連携の日には、大門中学校の先生方の授業参観があります。下校

時刻が通常より遅い14:35ごろとなりますので、下校後の時間の調整をお願いいたします。


